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き論文内容要旨
言緒
糖尿病患者数が増
年度)では、「糖尿
い人」は推計880
約250万人増加して
起こす。これらの
な負担を社会に強
している2)。これらのことから、糖尿病の
過食、運動不足など
ン分泌能の低下や
くなり、糖尿病の
が重要と考えられる
鋳グルコシダーゼ
 とが示された3)。
一方、桑は養蚕の
ら糖尿病に対する
記』下巻に桑葉の
の一種のレデオキ
ダであり強力な鋳G
とにより、食後血
茶や桑葉を使糊し
は従来、有効な測
低かった。また、
多い。そこで本研
 有食晶を開発し、さらに桑
 ◎縄
 G転cose評ギuc童oseGiucoseGlucose
 轟⑳
 鋳g顯cosldases
 i油ib桂b精
髄脚鱒 Sucrose躍a賦ose
 Fig詫C輪emica1蜘ctafeof歪軸doxy蝉rimyclna
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難第看章壌」デオキシノジリマ
1目的1桑葉に含ま
る。現在、種々の桑
かす食品開発はほ
シルシリル(ODS)、
子内に検出に有利
しい。示差屈折計は
機器が高額なほか、
さない。このため、
る親水性相互クロマ
性物質を高感度に検
を組み合せ、桑葉DNJの定量法(購BC-E
1方法1凍結乾燥桑
C職CN/馬0(65鵬厳
出し、遠心、濾過
Amlde-80(東ソー)を
流速重mL/顛重}で分
 分析計(MS)(0.05mL/雌鶏)で同時分析した。
1結果と考察1桑葉
離され、保持時間
A面de-80カラムに対
の分離モードはイオ
移動相の正確な調製
高感度であった(Fi
葉のDNJ量はおよそ
 差は2%以下であり、十分な感度と精度を有していた。
本章により、桑葉亙
を活かした桑葉食品
 なった。
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 第2章噛一デオキシ
 2-iD灘高含有桑葉の素材条件の解明
1目的1第玉章では
年、DNJをアピー
企画され、販売され
市販製晶のDNJ量
非常にばらつきが
2)・そこで第2章では
桑葉食品(桑葉茶
 件を明らかにすることを目的とした。
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1方法1福島県伊達市
枝からの葉の採取
 をDNJ含量の定量に用いた。
 *品種間差:同一条件で栽
**採取部位・時期
た。2004年6月15
 を残し三等分し、先端よ
藍結果と考察1秦葉
製昂の通常原料であ
の約4倍)、「はや
わかった(欝客5)。
最も多く含有する部
9月は減少している
「鶴剛、「はやてさ
 が最も望ましいと結論した8)。
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Tabie 2. l-Deoxynojirinvycin (DNj) coneeutration of mulbcr
Product forrn 
A (tablet} 
B (tablet) 
C (tea) 
D (tea) 
E (tea) 
F (tea) 
G (tea) 
H ~powder) 
I (tea) 
j {powder) 
K tea) 
DNJ conc. ~n /iOO 
480 ~ 6.2 
280 ~ 6.8 
l 70 ~ 2.8 
2iO ~ 3.9 
230 ~ 3.6 
<5 O 
130 ~ 1.9 
200 ~ I .3 
l 70 ~ 1.7 
200 ~ 8.7 
230 ~ I .9 
leaves 
Values are means :~SD, n =3 
O
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Tomieisou 
Ruinashi 
Aobanezt~mi 
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Hachinose 
Hinosakari 
Shuukakuichi 
lchibei 
Kinnyutaka 
Ci~ikuma ooha 
Yukiasahi 
Kokuso 2 i 
Mitsushigeri 
Rosou 
Mitsuminami 
Minamisekari 
Shinkenmochi * 
Aoki takasuke 
Fushimagari 
DNJ conceutrations in mulberry leaves 
*P < O 05 vs. Morus a!ba L, var, 
Mu[bery DNJ (mg/lOOg dry ieaves) 
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Fig. 5. 
(n=3). 
from whoie branches of different cultivars 
Kairyou nezumigaeshi, a standard cultivar in iapan. 
whoie 
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Data represe~;~s mean :~:S.E.M 
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 2.2DNJ高含有桑葉食晶の開発
1目的12-1ではDNJを
は、洗浄、ブランチ
最も重要な加工工程
 が少なく、DNJ濃度を最も高める最適 剖萎
β
1方法毒乾燥法:「改
3つ異なる方法により乾燥し、乾燥粉末を
抽出法:「改良鼠返
E亡0}き/水(0/100、2
拍出した。その後遠心
 凍結乾燥したエキスのD灘を定量した。
轍
鮒
1結果と考察退乾燥法
乾燥が最もD濁の損
に汎用される低コス
は、DNJは溶脱しや
理で短時間のブラン
食品での使用が許可
水(80/20)まではほぼ
少した。また、水の
ため、エタノール/水
DNJの回収率が最も多
づいて、DNJ高含有桑
従来製品の製法と想
良鼠返」の枝先端葉
 有していた8)(Fig.9)。
本章では、DNJ高含
えた乾燥法、DNJの
 を安定して製造できるよ
 .㈱.
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Kairyou nezumigaeshi, 
~usual process) 
Kairyou nezumigaeshi, 
(improved process) 
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o
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第3章1一デ才キ
ζ目的聾第2章では
高含有桑葉エキス食
 することを目的とした。
ζ方法1ヒト試験に
.レードで製造した。
医師の管理の下に
与試験と長期投与
6,今鶏g含有)に分
生化学的パラメrタ
に分け、桑葉食品
的パラメータの測定、ボランティアヘの聞き取
蚕結果と考察1単
上〉の摂取は有意に
験では兇臼間の毎食
 常もとくに認められなかった(Fig.li)。
本章により、桑葉D
て明かとなった。桑
ことと138臼間の投
 の可能性を大きく前進させるものであった。
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 第鼻革護一デオキ
綿的1第3章ではDN
分泌を抑制すること
れる9)。本章では、
 用機作がαグルコシダーゼ阻害作用であ
ζ方法1乾燥桑葉玉
エキスは50%メタノ
イオン交換樹脂ダ
 イオン交換樹脂アンバーライトCG50
糖負荷試験:紛週齢
の桑葉アザ糖(0,2
した。対照には生理
 後に採血を行い血糖値の測定を行った。
αグルコシダーゼ阻
腸粘膜を剥がし生理
びマルトースの基質
 ョンした。その後、遊離
蓬結果と考察1桑葉
精製桑葉DNJをi5g得
糖の添加量依存的に
とんど効果がなか
の上昇を抑制した(
与成分がDNJである
で、桑葉りNJはショ
0.2μM、・マルトー
であったが、マルト
 の差によるものと推察された。
本章では、桑葉エキ
血糖値上昇掬制効果
葉エキス食品の関与
で消化管のグルコシ
 ムは消化管のグルコシダーゼ阻害
 一548一
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桑葉は古くから糖尿
離され、注目されて
た。これにより、D
素材条件とD灘の損
し50倍までDNJ含量
安定してD田を高含
トの糖負荷試験にお
した。マウスの糖負
抑制し、その効果
の血糖値上昇抑制の
ラット小腸のαグル
シダーゼ阻害による
であるDNJを活かし
 とに成功した。
今回DNJ高含有桑葉
とで、糖尿病予防と
品が、糖尿病予防食
定が必要である。そ
験)、具体的には用
投与試験、過剰摂取
明と体内への吸収、
田3、rはやてさかり
生産地における桑茶
 制構築のための技術開発が求められる。
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論文審査結果要旨
世界的に2型糖尿
食後の高血糖を抑
桑葉は古くから
ジリマイシン(D
うになった。そ
 とした。
第1章では,従来
相互作用クロマ
による分析法を確
D醗を高含有する
その結果,r鶴田
温蒸気による短時
従来製法での製
して,安定して
の有効性,安全性
血糖値上昇獅制
間〉試験を行い
を行い,糖尿病境
関与成分がDNJ
 延効果であることを確認した。
以上,本研究は,桑
DN玉高含有桑薬
消を実現するも
 学位を授与するに値するものと判定した。
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